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このメールマガジンは群馬産業保健総合支援センターのホームページに掲載された新着情報や 

その他の産業保健情報について配信しています。 
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1. 群馬職域メンタルヘルス交流会の日程が決まりました 

2. 産業保健セミナー（11～12 月）のご案内 

3. 10 月のセミナー結果 

4. 関係機関の動き 

5. センターからのお知らせ  

①ストレスチェック制度の導入をサポートします！ 

  ②新入社員など「若年者を対象としたメンタルヘルス教育研修」が新たに始まりました！ 
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群馬職域メンタルヘルス交流会の日程が決まりました 
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当センターに事務局を置く≪群馬職域メンタルヘルス交流会≫が、職域メンタルヘルスに関係

する専門職間の交流を促進させると共に、職域メンタルヘルスに関する正しい知識の普及を図り、

もって職域メンタルヘルス対策の向上を図ることを目的に毎年開催しております交流会を、本年も

下記のとおり開催いたします。 

 

開 催 日 時 ： 平成 28 年 11 月 30 日（水） 14：00～16：30 

場         所 ： 前橋テルサ ８階けやきの間 （前橋市千代田町 2-5-1） 

  シンポジウム ： 『復職と就労支援 

～リワークとメンタルヘルス疾患の障害者雇用～』 
 

 

I 部   シンポジウム  

座長  椎原 康史氏 （群馬大学名誉教授・赤城病院 顧問・精神科医） 

  

趣旨説明 椎原 康史氏 （群馬大学名誉教授・赤城病院 顧問・精神科医） 

 



    

１）「リワークについて」 

西山 充洋氏（群馬障害者職業センター 障害者職業カウンセラー） 

  ２）「障害者雇用について」  

        鈴木 勉氏（群馬労働局 職業安定部 職業対策課 課長） 

 
Ⅱ部   ディスカッション  

 座長  清宮 和之氏 （群馬県医師会 産業衛生担当理事・清宮医院 理事長） 

竹内 一夫氏 

（群馬大学 大学教育・学生支援機構健康支援総合センター 教授）

 

※ この研修会は日本医師会認定産業医制度における指定研修となります。 

参加された産業医の先生方には、生涯更新 2 単位が付与されます。 

参加には、事前申し込みが必要です。 

下記の申込書により FAX または、E-mail にてお申し込みください。 

また、交流会終了後、希望者により懇親会を開催する予定です。 

  http://www.gunmas.johas.go.jp/topics/28mentalhelthkouryuukai.pdf 

 

今回で第１3 回となる群馬職域メンタルヘルス交流会へ、職域メンタルヘルスに関係する方、関 

心のある多くの方々のご参加をお待ちしております。 
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産業保健セミナー（11～12 月）のご案内 
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  当センターの産業保健セミナー（11～12 月）を掲載します。 

  受講料・教材費は無料です。 

＊セミナーは、できるだけ計画通り実施したいと考えていますが、会場等の都合により、研修の中

止や日程・会場の変更をすることがあります。 

   申し込み後の変更については、FAX またはメールにてご連絡致します。 

☆お申し込み・詳細につきましてはホームページをご覧ください☆ 

    http://www.gunmas.johas.go.jp/seminar/index.html 

日 程 テーマ 開催場所 

☆産業医研修 

12 月 7 日（水） 『 労働安全衛生関係法令の最近の動向 』 前橋テルサ

☆メンタルヘルス対策セミナー 

 



11 月 4 日（金） 『 ゲートキーパー養成講座（レベルアップコース） 』 
群馬ﾒﾃﾞｨｶﾙ

ｾﾝﾀｰ 

☆健康保持増進対策セミナー 

12 月 16 日（金） 『 ガンの治療と就労の両立支援について 』 
群馬ﾒﾃﾞｨｶﾙ

ｾﾝﾀｰ 

☆関係法令セミナー 

12 月 2 日（金） 
『 労働安全衛生法で定める届出について 

         ～書類の作成方法、提出時期、留意事項等～ 』 

群馬ﾒﾃﾞｨｶﾙ

ｾﾝﾀｰ 

・・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・・ 

10 月のセミナー結果 
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◎産業医研修 

テ ー マ ：  『作業環境改善の考え方・すすめ方～作業環境測定結果の見方と活用について～』 

開催日時 ： 10 月 13 日（木）14:30～16:30 

会   場 ： 群馬県公社総合ビル 1 階東研修室 

講   師 ： 阿部 一浩 氏（群馬産業保健総合支援センター 衛生工学専門員） 

参 加 者 ： 26 名 

内   容 ： 労働安全衛生法では、事業者に安全衛生の水準の向上を図るため、快適な職場環

境の形成に努めることを義務付けています。 

快適な職場環境で働くことは労働者の健康保持にもつながります。 

しかし、一概に作業環境と言っても広い意味で人間関係のような精神的なものもあ

れば、昨年騒がれた印刷事業場等で取り扱われる化学物質や騒音等のように化学

的・物理的要因もあります。 

本研修では、有害業務（有機溶剤・粉じん等）の作業環境の改善について、基本的

な考え方・すすめ方についてお話しいただきました。また、環境改善を有効かつ効

果的に実施していく上で重要となる、作業環境測定結果の見方と活用方法について

も説明いただきました。 

 

テ ー マ ：  『睡眠時無呼吸症候群について』 

開催日時 ： 10 月 20 日（木）14:30～16:30 

会   場 ： 前橋テルサ 9 階つつじ 

講   師 ： 川島 理 氏（川島医院 院長） 

参 加 者 ： 46 名 

内   容 ： 2012年４月に発生した関越自動車道での高速バスの事故以来、事故がある都度睡

眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）との因果関係が取りだたされています。 

睡眠時無呼吸症候群は眠りを妨げるだけでなく、生活習慣病の原因にもなります。 

 



本研修では、睡眠時無呼吸症候群とはどのような病気なのか、その原因と症状、危

険性についてお話しいただきました。また、ＣＰＡＰ等の治療法についてもお話しい

ただきました。 

参加者からは「診断と治療ができることが分かった」「説明がとても分かり易かった」

「検査法や簡易法などを含めＳＡＳの検査を勧める事を多く検討しようと思う」「危険

作業を伴う事業所で産業医をしておりますが、ＳＡＳの危険性など反映できそう」 

等の意見を得ました。 

 

◎関係法令セミナー 

テ ー マ ：  『労働安全衛生法で定める届出について 

〜書類の作成方法、提出時期、留意事項等〜』 

開催日時 ： 10 月 4 日（火）14：00～16：00 

会   場 ： 群馬メディカルセンター 2 階セミナー室 

講   師 ： 古宿 麻美 氏、寺村 裕司 氏（前橋労働基準監督署 監督官、署長） 

参 加 者 ： 20 名 

内   容 ： 労働安全衛生法では健康診断の結果報告をはじめ産業医や衛生管理者の選任報

告、事故・災害が発生した時の労働者死傷病報告、また、設備を設置しようとする時 

など、その計画を届出することが定められています。 

この届出、毎年のように行っているのですが、分かっているようで意外と分かってい 

なかったり、勘違いしている人も少なくありません。 

そこで本研修では、再確認の意味も含め、労働安全衛生法で定められている届出 

について基本的なことから分かりやすく説明いただきました。 

参加者からは「詳しい報告書の書き方について聞く事ができた」「よく間違いのある点

が具体的に分かり易く資料に記載があった」「分かり易い説明だった」「今後の業務

に活かせるよう努力したい」等の意見を得ました。 
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関係機関の動き 
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1. 第 14 回女性医療フォーラムの開催について（独立行政法人労働者健康安全機構）  

http://www.research.johas.go.jp/shurou/docs/20161105.pdf 

 

2. 化学物質 MOCA（モカ）による健康障害の防止対策について（厚労省） 

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000137389.html 

 

3.  平成 28 年度産業保健調査研究発表会の開催について（独立行政法人労働者健康安全機構） 

   http://www.johas.go.jp/index/tabid/595/Default.aspx?itemid=602&dispmid=1466 

   

4.  理・美容師の手あれ予防ガイドブックについて（独立行政法人労働者健康安全機構） 



    http://www.research.johas.go.jp/inshi/ 

 

5.  11 月は労働保険適用促進強化期間です（群馬労働局）   

http://gunma-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/library/gunma-roudoukyoku/topics/2016/tekiyou

sokusin28.pdf 
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センターからのお知らせ 

①ストレスチェック制度の導入をサポートします！ 

②新入社員など「若年者を対象としたメンタルヘルス対策教育研修」が新たに始まりました！ 

・・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・・ 

①ストレスチェック制度の導入をサポートします！ 

昨年 12 月 1 日から施行されました「ストレスチェック制度」について、当センターでは、研修会の 

他下記の支援を行っています。 

  ☆実施方法などについて質問したい  「ストレスチェック制度サポートダイヤル」 

   電話相談窓口を開設しています。 

   電話番号：全国統一ナビダイヤル 

          0570-031050 

          ※通話料金がかかります。 

   開設時間：平日 10 時～17 時 

 

  ☆直接会社に来て助言してほしい  「個別訪問支援」 

    メンタルヘルス対策の専門家が、直接事業場を訪問して、ストレスチェック制度の導入につい

て、各事業場の状況にあった具体的なアドバイスをします。（無料） 

   ※申込は当センターホームページの「メンタルヘルス対策」からお願い致します。 

    http://www.gunmas.johas.go.jp/mental/index.html 

 

②新入社員など「若年者を対象としたメンタルヘルス対策教育研修」が新たに始まりました！ 

  今年度から、従来の「管理監督者向けのメンタルヘルス教育研修」に加えて、新入社員をはじめ 

入社 2～3 年目の「若年者向けのメンタルヘルス教育研修」が新たに始まりました。 

  管理監督者対象と同様、年 1 回無料でご利用いただけます。メンタルヘルス対策として、春に若 

手社員向け研修を、秋に管理監督者向け研修を計画すれば、年 2 回無料でご利用可能です。 

  その他、メンタルヘルス対策個別訪問支援では、専門スタッフが無料で事業場まで出向いてメン 

タルヘルス対策の体制づくり（心の健康づくり計画や就業規則、職場復帰プログラムの作成など）の 

お手伝いを致します。 

  ※申込は当センターホームページの「メンタルヘルス対策」からお願い致します。 

    http://www.gunmas.johas.go.jp/mental/index.html 
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  ロコモティブシンドローム（略称：ロコモ、和名：運動器症候群）は骨や関節、筋肉などの衰えから 

足腰が弱る状態をいいます。ロコモになると活動量が減り、心身に影響が出るので、若いうちから予 

防しましょう。その結果、自立した生活ができ心が安定します。また、若々しい体が維持できよく動け 

ます。 

①習慣的に体を動かそう 

   運動習慣のある人は、年齢による体力の低下が少ないといわれて 

います。年齢を重ねてもはつらつとした生活が送れるように、日頃 

から積極的に体を動かしましょう。 

  ②トレーニングでロコモ予防 

   ラジオ体操やスクワットなどは何歳から始めても効果があります。 

自分のペースで行い、ひざや腰に痛みがある場合は、すぐに医 

師に相談しましょう。 

  ③骨を強くする食生活を 

食事もロコモ予防には重要です。骨と筋肉を丈夫にする為に、 

乳製品や魚、肉などをしっかり食べましょう。 

 

=============================================================================== 

<<群馬産業保健総合支援センターメール配信サービス解除、変更はこちらから>> 

http://www.gunmas.johas.go.jp/melmag/index.html 

<<このメールマガジンへのご意見・ご要望はこちらから>> 

info@gunmas.johas.go.jp 

=============================================================================== 

《発行元》群馬産業保健総合支援センター 

電話：027-233-0026 FAX：027-233-9966 

 


